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出
水
薫

・
金
丸
裕
志

・
八
谷
ま
ち
子

・
椛
島
洋
美
編
著

「
先
進

社
会
の
政
治
学

ー

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
ガ
ヴ

ァ
ナ
ン
ス
の
地
平
1

」

(法
律
文
化
社
、

二
〇
〇
六
年
、

油
+
二
四
五
頁
)

本

書

は
、

「
先
進

社
会

」
の
問
題

を
広

範
な

分

野

で
独

自

の
視
点

か
ら

長
年

研
究

し

て

こ
ら
れ

た
藪

野
祐

三
教
授

の
還
暦

を

記
念

し

て
、
同
氏

か
ら

指

導

を

受

け

た
中

堅

・
新

進

の
政

治
研

究

者

た

ち

に

よ

っ
て
執

筆

・
刊
行

さ

れ
た
論

文
集

で
あ

る
。
各

執
筆
者

は
、

「藪

野
政

治

学
」

と

も

称

さ

れ

る
同

教

授

の

こ

れ

ま

で

の
研

究

を

ふ

ま

え
、

「
デ

モ

ク

ラ

シ
ー
」

ま

た
は

「
ガ
ヴ

ァ
ナ

ン
ス
」

を
分
析

す

る
際

の
視
点

と

し

て
共

有

し
な

が
ら

、
各
自

の
研
究

テ

ー

マ
で
九
〇

年
代

以
降

激
変

す

る
国
際

政

治

と
国
内

政
治

の
現

状

を
分
析

し
、

今
後

の
展

望

を
示

し

て

い
る
。

本
書

は
、

「
ま

え
が

き
」

と
九

つ
の
論

考

か
ら

な

る
。

ま
ず
、

「
ま

え

が

き
」
で
は
、
「
藪

野
政

治
学

」
の
こ
れ

ま

で

の
軌

跡
が
手

際

よ
く

整

理
・

紹
介

さ
れ

る
と

と
も

に
、
本
書

の
執
筆

目
的

や
概

要

な
ど

が
述

べ
ら

れ

て

い
る
。

第
1

部

で
は

「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

」

を

キ
ー

ワ
ー
ド

と

し
て
国

内
政

治

に
関

す
る
議

論

が
展
開

さ

れ

て

い
る
。

「
分

権
改

革

と
デ

モ
ク

ラ
シ

ー
」

(
出
水
薫

)
は
、

「
デ

モ
ク
ラ

シ
ー
」
に
お
け

る
正
統

化

の
機
能

に
着

目

し

、
現

在

の
日
本

の
地

方
白

治
体

で
は

、選

択

と
協

働
」

と

い
う
方
策

が

不
可
欠

と

な
り
、

そ

の
実
施

の
た
め

に

は
、
以
前

よ
り
も

正
統
性

が

厳

し
く
問

わ

れ

る
状

況

に
な

っ
て

い
る
こ

と
を
論

じ

て

い
る
。
「
社
会

の

変

化
と
政

党

シ

ス
テ

ム
の
変
容

」

(
金
丸

裕
志

)
は
、
政
党

シ

ス
テ
ム

に

つ
い
て

の
こ
れ
ま

で

の
議

論

展
開

を
検

討

し
た
結

果
、

政
党

シ
ス
テ

ム

の
変

化

に

お
け

る
政

党

の

「自

律

性
」

を
重
視

す

べ
き

で
あ

り
、

こ

の

視
点

か
ら

の
日
本

の
政
党

政

治

に
対
す

る
分

析

の
必
要

性
を

強
調

し

て

い
る
。

「
介
護

保

険
制
度

を

め
ぐ

る
政
策

過

程

の
集
権
性

」

(
原
清
一

)

で
は
、

日
本

の
介
護

保

険
制
度

の
集
権

的

な
性
質

を
明

ら

か

に
す
る

と

と
も

に
、
藪

野
教

授
が

提
示

す

る

「
社

会

へ
の
分

権
」

と

い
う
視

点

か

ら

、
同
制

度

の
意
義

に

つ
い
て
検
討

を

加
え

て

い
る
。
「
地
方

自

治
体

の

政

策
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ヴ

」

(
ベ

ア
タ

・ボ

ホ

ロ
デ

ィ
チ

)
は
、

沖
縄

県

の

「
国
際
都

市

形
成
構

想

」
を

め
ぐ

る

一
連

の
政
治

過
程

に

つ
い
て

「政

策

の
窓

モ
デ

ル
」

を
用

い
て
検
討

を
加

え

る

こ
と

に
よ
り
、

地
方

政
府

の
イ

ニ
シ
ア
テ

ィ
ヴ

に
よ

る
政
策

が
中

央
政

府

の
決
定

ア
ジ

ェ
ン
ダ

に

設

定

さ
れ

る
た

め

の
条

件

が
提
示

さ

れ

て

い
る
。
「
ま

ち
づ

く
り

の
資

源

と

討
議

過
程

」
(光

本
伸

江

)
は
、
大

分

県

の
旧
湯
布

院

町
を

と
り

あ
げ

、

-
ま

ち
づ

く
り
ー

が
成

功

し
た
理

由

と
し

て
、
行

政
組

織

と
民

間
組
織

が

、討

議
過

程
」

を
通

し

て
協
力

し

た
点

を
示

す

と
と
も

に
、

市
町
村

合

併
問

題

と

い

っ
た

,
国
策

」
の
性
格

が
強

い
政

策
領

域

に
お

い
て
は
、

こ

の

,
討
議

過
程

」

が
機
能

不
全

に
陥

る
と
指
摘

す

る
。

第

11
部

に
は

ガ

ヴ

ァ
ナ

ン
ス
」

を

キ
ー

ワ
ー
ド

と
し

た
国

際
政

治

一堺「



に
関

す

る
諸

論

考

が
収

め
ら

れ

て

い
る
。

ま
ず

、

「
J

・
ロ
ー
ズ

ノ
ウ

の

「
統

治

(ガ

ヴ

ァ
ナ

ン
ス
こ

の
概
念

を

め
ぐ

っ
て
」

(案

浦

明
子

)

で

は
、

ガ

ヴ

ァ
ナ

ン

ス

論

の

代

表

的

論

者

で

あ

る

J

・
ロ
ー
ズ

ノ

ウ

(
J
a
m
e
s
 
N
.
R
o
s
e
n
a
u
)

の

「
国
際
政

治

と
世
界

政

治
」
や

「政

府

(ガ

ヴ

ア
メ

ン
ト
)
と
統
治

(ガ

ヴ

ァ
ナ

ン
ス
)
」
と

い

っ
た
議

論
内

容

が
簡

潔

に
整

理

さ
れ

る

と
と
も

に
、

同
氏

の
代

表
的

な
論

文

が
翻
訳

・
紹

介

さ
れ

て

い
る
。

「
地
球

環
境

ガ
ヴ

ァ
ナ

ン
ス

の

「
空

間
」

と

「
時
間

」
」

(渡

邉
智

明
)

は
、

近
年

問
題

と

な

っ
て

い
る
地
球

環

境
問
題

に
対
す

る
国

際
社
会

に
お

け
る
取

り
組

み
状

況

に

つ
い
て

「時

間

」
と

「
空

間
」

と

い
う

二

つ
の
観
点

か
ら
検
討

を
加

え

る
と

と
も

に
、

こ

の
問

題

に

つ

い
て

は
、

国
家

だ

け

で
は

な

く
環

境

N

G

O

と

い

っ
た

多

様

な

ア

ク

タ

ー

の
参

加

に
よ

る
秩
序

形
成

が

な
さ

れ

て

い
る
こ
と

な
ど

か
ら

、
ガ

ヴ

ァ
ナ

ン

ス
論

に

よ
る
接

近

の
有
効

性

を
提

示
し

て

い
る
。
「
E

U
の
複

合
的

ガ
ヴ

ァ
ナ

ン
ス
」

(
八
谷

ま
ち

子
)
は
、
複

雑

な
E

U

の
組

織
構

成

と

「
コ
ミ
ト

ロ
ジ

ー
」
制
度

に
み

ら
れ

る
よ
う

な
独

特

の
政
策

決
定

・

実

施

過
程

の
あ

り
方

に

つ
い
て
整

理

・検

討
す

る

と
と
も

に
、

「
超

国
家

的
s
u
p
r
a
n
a
t
i
o
n
a
l

」
な
E

U
を
論

じ

る

に
あ
た

っ
て
は
、
新

た

な

「
ガ

ヴ

ァ
メ

ン
ト
」

(政
府

)

と
し

て

で
は
な

く
、

「
ガ
ヴ

ァ
ナ

ン
ス
」

と
し

て
捉

え

る

こ
と

の
妥

当
性

を
論

じ

て

い
る
。
最

後

の

「
ア

ジ
ア
太

平
洋

地
域

の

「
新

し

い
』
リ

ー

ジ

ョ
ナ

リ
ズ

ム
」

(
椛
島

洋
美

)
は
、

ガ

ヴ

ァ

ナ

ン

ス
論

の
観

点

か
ら
A

P

E
C

の
活
動

に
代

表

さ
れ

る

ア
ジ

ア
太

平

洋
地

域

に

お
け
る
国

際
関

係

を
考
察

す

る

と
と
も

に
、

そ

の
関
係

が
超

国
家

的

な
枠
組

み

に
移
行

し

な

い
点

な

ど
を

挙
げ

て
、

E

U

の
よ

う
な

従
来

の
リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ

ズ

ム
と
は

異
な

る

「
オ

ー
プ

ン

・
リ
ー
ジ

ョ
ナ

リ
ズ

ム
」

と

し
て

こ
れ

を
位
置

づ

け

て

い
る

。

本

書

は
、
研

究
論

文
集

と

い
う
性

格

を
有

し

つ
つ
も

、
比
較

的

平
易

な
文

体

で
丁
寧

に
説

明

さ
れ

て

い
る
た

め
、
本

格
的

に
政
治
学

を

学
ぼ

う

と
す

る
大
学

生

・
大
学

院
生

を
対

象

と
す

る

テ
キ

ス
ト

と
し

て
も
用

い
る

こ
と
が

で
き

よ
う
。

権
力

論

に

つ
い
て

の
議
論

は
控
え

ら

れ
て

い

る
が

ー

む
し

ろ
権
力

を

め
ぐ

る
問
題

性

が
露

骨

に
あ
ら

わ
れ

な

い
こ

と

こ
そ

「
先

進
社

会
」

に
お
け

る
政

治

の
特

徴

の

一
つ
な

の

か
も
し

れ
な

い
が

ー
、

現
在
着

目

さ

れ
ね
ば

な

ら
な

い
諸

テ

ー

マ
を

あ

つ
か
う
本

書

は
、

こ
れ
か
ら

の
国

際

・
国
内

政

治

の
方

向

性
を
考

え

る
際

に
格
好

の

題

材

を
提

供
す

る
も

の
で
あ

る
と

い
え

る
。

(山

田
良
介

)

木

村

朗
著

『
危

機

の

時

代

の

平

和

学

」

(法
律
文
化
社
、

二
〇
〇
六
年
、
頬

+
二
九
五

+
七
頁
)

本
書

は
、
著
者

の
言

葉

を
借

り
れ
ば

、
「
平

和
学

へ
の
歩

み
を
、
こ
れ

ま

で

の
研
究

の
軌
跡

と
重

ね
合

わ

せ
る
形

で
ま
と

め
た

も

の
」

(
「
は
じ


